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論文審査の要旨 

 

精神疾患の罹患は自殺の危険因子として重要であり、さらに精神科入院患者は自

殺の危険性が高いという報告がなされている。しかし我が国では病院内の自殺事故の

実態はほとんど明らかにされていない。申請者らは奈良県内の精神病棟における入

院患者の自殺の実態を、後方視的に分析するとともに、その結果から自殺防止対策

にむけての提言を行った。 

 彼らは奈良県に提出された精神病棟での自殺事故の報告書をもとに年齢、性別、精

神科診断、自殺手段、事故発生時間、発生場所、転帰などについて分析を行った。１

１年間で３５件の自殺企図が報告され、精神科診断では欧米の先行研究と同様に統

合失調症や気分障害は自殺企図の危険因子として重要であることが確認された。また、

病院内で発生した 19 件では日中の自殺企図（５８％）が夜間の発生（42％）を上回っ

た。その自殺手段として縊首によるものが約 8 割と高く、ドアノブやベッド柵にタオルや

ベルトを掛ける方法が用いられた。 これらの結果は精神科入院患者の自殺が病院ス

タッフ数の減少する夜勤帯に多く発生するであろうとの予測に反していた。 この結果

をうけて、夜間はもとより日勤帯においても、病室内の自殺企図に十分注意した観察

が必要なことが認識され、精神科病棟スタッフに向けての重要な提言となった。さらに、

病棟内で容易に入手でき、縊首に使用しうる患者の持ち物にも注意を払い、それらを

掛けることができる構造物を可能な範囲で除去することが、院内自殺の予防に有効で

あると結論している。 

以上の結果は精神科病棟内での自殺の予防に大きな影響をもたらす重要な知見

を提供し、参考論文とともに学位に値すると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに精神医学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 
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